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が、学歴 を通じた 「成功」を達成する上で、最も重要な選抜を控えた 「大切な時期」であった。
特に、どの高等教育機関を卒業したかということが社会に出た後に明確な賃金差となってあら




から明らかにして来た。深谷(1969)は 近代 日本の 「学歴主義」の成立を論 じるなかで、また
天野(1982、1983)近 代日本における選抜=試 験システムの確立を論じるなかで旧制中学への
言及を行っている。また、受験生に注目し、その立志・苦学 ・出世の心性を論 じた竹内(1991)
や、明治後期の旧制中学校における日常的な教育実態を 「競争 と管理」 とい う側面から明らか
にした斎藤(1995)、 そして近代化=上 京に注目し、東京の私立中学校の果 した役割 とその変
容を論 じた武石(2012)な どの研究が蓄積されてきている。
このように、従来の旧制中学研究は、主に選抜 ・競争 と淘汰の文脈で論 じられてきたのであ
るが、これまでの研究では、その選抜 ・競争と淘汰の旧制中学の生活のなかで教師と生徒がど
のように関わりあっていたのか、特に生徒の中学教師像 とい う点に関しては、中心的テーマと
してあま り扱われてこなかった。旧制中学の教師像に関しては、斎藤(前 掲書)で 「生徒管理」
との関連で 「生徒管理」組織の統括者としての校長(p.225)や 、石岡(2008)で 感銘 ・影響
を受けた中学教師があつかわれている(p211・212)が 、いずれも部分的な言及にとどまる。
本稿は、旧制中学における教師一生徒関係に、「学歴エ リー ト」の中学教師の思い出とい う側
面から、 日本経済新聞紙上で1956年 から連載されている自伝的読み物である 『私の履歴書』
を資料としてアプローチする。学歴エリー トは自伝においてどのような中学教師像をどのよう
な文脈で描 くのか、そ してその描き方に選抜 ・競争と淘汰 とい う旧制中学の 日常世界はいかな
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2008年12月 までの間に 『私の履歴書』に掲載された日本人男性561名 のうち、旧制中学に進
学 した389名 の自伝である。資料には、日本経済新聞社編 『私の履歴書 経済人』(1-38巻)、
日本経済新聞社編 『私の履歴書 文化人』(1-20巻)、 日本経済新聞縮刷版(1982・2008年)を
主に用い、さらにそこからもれたケースについては日経ビジネス人文庫 『私の履歴書』シ リー
ズ各巻を用いて補足 した。
『私の履歴書』には、戦前 ・戦後を通じて政治 ・経済 ・文化の各分野の第一線で活躍 した人
物の自伝が掲載 されている。1956(昭 和31)年 に日本経済新聞の文化欄のコーナー としてス
ター トしてから現在まで、750名 を超える人物が執筆者 として登場している。各執筆者はそれ
ぞれほぼ一ヶ月にわたって自己の半生を記述する。そこでは、出生地や幼少時の家族関係、学
校生活、軍隊経験、結婚生活、就職や職業にまっわるさまざまな経験やエピソー ドとともに、
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なお、自伝を書くとい うことは 「個性的であり、きわめて主観性に彩 られている記憶の中か
ら、読者を意識 しつつ、描 くべき内容を選び取っていくとい う営み(小山・太田、2008、p13-14)」
であり、そこに描かれたことがらは 「実態を反映していると同時に、語られる時点での個人的
な状況や社会的規範を反映した思い出の再構成(稲 垣 ・濱、2013)」 である。よって分析に際
しては、教師一生徒関係の実態の検討と同時に、語られた時点での社会状況、さらにはかねて
より日本のクオ リティ ・ペーパーといわれ、購読世帯の平均世帯年収や学歴が他の主要全国紙










会社経営者 183 104 79 56.8
専門職 61 49 12 80.3
芸術 ・芸能 53 31 22 58.5
文筆 50 28 22 56.0
政治家 26 14 12 53.8
官僚 16 8 8 50.0
計 389 234 15560.2
最終学歴
高等教育 360 224 13662.2
中等教育 29 10 19 34.5
計 389 234 15560.2
掲載時期
1956-1975 155 103 52 66.5
1976-1995 149 85 64 57.0
1996-2008 85 46 39 54.1





































いることもみてとれる。これは、稲垣 ・濱(前 掲論文)で も考察されているように、1970年
代後半から1980年 代前半にかけては、学校暴力や不登校などの学校問題や教育問題がメディ







































これら4つ の教師類型に該当するケース数の内訳を示 したものが表4で ある。表4を みると、
最も該当する割合が高かったのは 「敬愛型」であり、全体の67.7%を 占めていた。これは、学
歴エリー トは基本的には学校卒業後の社会的地位の獲得において学校的な恩恵(庇 護)を 受け
ているため、向学校的な傾向にあり、それが教師の思い出にもあらわれているためであると考




3.3.各 類型の教師との関わ り 一事例から一
1敬 愛型
まず、敬愛型の教師像からみていこう。敬愛の対象として回想される教師像は、「関わり方(個
教育 社会 文化研 究紀要 第13号
別的⇔集団的)」 と 「伝達された知(学 問知⇔暗黙知 〔その後の行動指針 となる言葉 ・行い〕)」
を軸として、「個別的に目を掛け、可愛がってくれた教師(個 別的関わり、学問知+暗 黙知)」、
「集団的な関わりのなかで、その後の行動指針 となるような言葉・行いを授けてくれた教師(集





集団的関わりの中で後の行動指針 授 業で深い知識 ・
となる言行を授けてくれた教師 教養 を感 じた教師 計
N% N%N% N %
計 2250.0 1534。1715.9 44100.0
表4は この3つ のタイプの内訳である。「個別的に目を掛け、可愛がってくれた教師」の割
合が最も高く、全体の半分を占めていた。その次に割合が高かったのは 「集団的関わりの中で
後の行動指針 となる言葉 ・行いを授けてくれた教師」で34.1%を 占めていた。 「授業で深い知



















履歴書 経済人 第2巻 』、p.435)」 といった自己形成におけるその教師からの影響の大きさ
を表明する場合が少なくない。
典型的な例は、高杉晋一(三 菱電機相談役、土浦中学→二高→東京帝大法学部卒)の 北吟吉
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「ぼくはこれに感動 した。そしてなぜか、「そうだ、今に文化の兵隊 さんになって、日本のために
働 こう」 と、心に誓ったのだ。…なぜ 「文化の兵隊さん」を志 し、結局は音楽家にな り、音楽の
兵隊さんとして世界中を飛び回るようになったのか、本当に不思議である。だが、あの時の先生







たとえば、服装の点でも、ズボンにポケッ トを付けてはいけない。体育は剣道 と柔道を正課 とし、
運動部はテニス以外は禁制、むろん野球などもってのほかとい うぐあいであった。その うえ、物
忘れをやかま しく言って、忘れた者は 「遺忘届」を出さねばな らず、これが一学期に三回以上重
なると、成績が一段格下げになる。下校時には校門で守衛 から下校時刻を生徒手帳に記入 しても
らい、それを保証人に確認 してもらって、翌日再び守衛に差 し出す等々、いろいろな校則があっ
て、校則については寸分の違背も許さなかった。特に弱 ったのは、雨の 日はゲー トル を巻かねば
ならず、これがよく遺忘のタネになったのである。(『私の履歴書 経済人 第10巻 』、p.62・63)」
しか し、このような厳 しい教育方針は回想のなかで、「こういうやかましい校則があったのも、












学部卒〕)や、教職を楽 しんでいる姿勢(佐 藤喜一郎 〔三井銀行会長、神奈川県立第一横浜中学





濱:近 代日本における 「学歴エリー ト」の中学教師像 一 『私の履歴書』の分析から一
例えば、藤沢桓男は、次のように中学時代の教師を回想している。
「今宮中学で私が教わった英語の内田勇助 という先生や国漢の驕城卓爾先生など、年 を経るにつ
れて、え らい人だったな とい う気持ちが強くなるばかりだ。…両先生が何 よりも立派だったのは、
自分の専門の分野の知識 と教養に関して、つまり教師としての実力の豊か さにおいて、完全に生
徒たちを掌握 し、生意気盛 りの年頃の生徒たちに後指をさされ るような弱点を微塵も持っていな
かったことだ。生徒 とい うものは、その不思議な動物的感覚によって、教師の学力を正 しく見抜
く場合が多いのだが、両先生の場合は、生徒の私たちを当然のことのように子供扱いに し、こち













をつける とすれば甲が最上である。最上と言えば孔子、釈迦あるいはキ リス トがそれに当たる。
かかる聖人を甲とすれば、普通の人間は乙でも丙でもない。皆丁 とすべきである。 しか し、中学
校で丁 とすれば規則上落第にせねばならぬ。やむを得ぬので不本意ながら全部丙にする」 という
わけである。従って第一回卒業生は全員丙であった。 ところで、大正年間には高等学校に入学す
るのに無試験制度 とい うのがあった。幸い私は成績の良い方であったか ら無試験入学の申請手続
きがとられ、それは熊本の第五高等学校に提出された。成績の模様では当然無試験入学が許 され
ると思っていた ところ、不可といってきた。理由は操行が丙だか らとい うのである。通知が来た
のが五月半ば、私はそれから大あわてで七月に行われる試験の準備をした。学校では、それ以後、
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動場を廻 らせた。多く都会育ちの生徒だか ら、隠れて仲間を作 って野球を した り、禁制の亀の子

















貌もどこかカッパに似ていたからである。また 「二百十日」 とい う別称 もあった。 ときお りヒ
ステ リーをおこすからで、まだ台風 ということばは一般に使っていなかった。…私の一、二級
下の生徒数人は、あるとき校庭に 「大ガッパの墓」とい う小 さな墓標を立て、草の花など供え
て拝むまねをしているところをご本人の大ガッパに見られ、二百十日に見舞われたそ うである。
むか しは悪意にさえユーモアがあった(『私の履歴書 文化人 第3巻 』、p.34・35)」と、生徒
にいたずらされてヒステリーを起こす教師の思い出を紹介 している。
金丸信(衆 議院議員、山梨県立身延中学→東京農大卒)の テス トにまつわる教師の思い出も
ユーモアに富んだエピソー ドである。
「成績はそこそ こだった。暗記が得意だったからだ。…だが どうにもうまくいかないのが数学と





厳 しい。私は父とともに呼び出しを受け、一週間の停学処分を食 って しまった。(日 本経済新聞文
化欄 『私の履歴書』、1988年1月3日 付)」
一10一




















くれた人もある。古事記、徒然草、土佐 日記や万葉集、古今集 と憲法 との間に深い関係のないこ
ともあるまい、法の本質に触れることすらあるであろう。横文字ばか りが法律 と関係あるのでは
ないのだ。(『私の履歴書 経済人 第15巻 』、p.72-73)」
また、岡田卓也も、自らの中学の管理教育への批判的姿勢を社会的地位の高い人物にへつら
う教師 とともに次のように回想 している。
「四日市の富田中学(現 ・四 日市高校)二 年生のころ、試験の成績を教室に張り出す ことに私た
ちが反発 し、紙を破 り捨てたことがある。 自分の組だけならまだ しも、よその組の成績表を破い
て しまい、父兄呼び出 しと相成った。…祖父(引 用者注:東 京帝大農学部卒、農林技師)は 袴を
履き、ステッキをついて学校に現れた。すると校長先生が校庭に出てきて 「美濃部先生、今 日は
何のご用ですか」と丁寧にあいさつしている。祖父は 「実は孫が……」。私は無罪放免になった。
私はなぜか序列 とか上か ら押え込まれるよ うな教育に違和感を覚えていた。修身の試験は、名前
だけ書いて白紙で出したこともあった。少 し問題児だった私は 「富田の岡田」と呼ばれた。(日 本
経済新聞文化欄 『私の履歴書』、2004年3月3日 付)」
作家の佐藤春夫(和 歌 山県立新宮中学→慶応義塾大学予科中退)は 、中学時代、武道を奨
励 し、文弱に流れるからと小説を読むことを厳禁した校長に反抗して、文学書にふけり学業を
一ll一





「わたくしはこれで もセフルメイ ドマンとかい うもので、学問の贅肉は少 しもっいていないが、
自分に必要なものはそれぞれに摂取 して、筋骨を養ったっ もりである一 野夜郎 自大 と笑いたま
え。時々独学固晒の うらみはあるが、それでも学校などとい う牢獄には住まないで、名ばか りの































計 4467.7 69.2 710.8 1015.4 65100.0
表6.学 校歴別 「敬愛型」の内訳
学校歴 てくれた教師
個別 的 に 可愛 が っ 集団的関わりの中で後の行動指針 授 業 で深 い知 識 ・
となる言行を授けてくれた教師 教養を感 じた教師 計
























計 22 50.015341 7 159 44 1000
























































































濱:近 代日本における 「学歴エリー ト」の中学教師像 一 『私の履歴書』の分析から一
(2)65ケ ースの うち、中等教育卒は3ケ ースと少 ない。よって、以降の分析に際 してはこの3
ケースは参照す るに とどめ、主に高等教育に進学 した62ケ ースを中心に分析を行い、学歴
エ リー トの中学教師像を検討 して行 くこととした。65ケ ースのデー タの概要を下表 に示す。
付表.最 多記述=中 学教師のデータの概要
変数 N最 多記述=中 学教師 %変 数 N最 多記述=中 学教師 %
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計 389 65 16.7



























不明 10 1 10.0
21.9計 389 65 16.7
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計 389 65 16.7
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